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交通：機関の色彩調節
星　野　昌　一　・　桑　田 昭

　パスや電車，汽車などの車輌の内外をどんな色にすれ

ば利用者によろこばれ，事故がへり，その機能が充分に

発揮できるかを色彩科学と色彩調和論の立場から解析し

てみたもので，筆者らが日本国有鉄道の「カラーダイナ

ミックスの車輌への応用」研究委員会と鉄道電化協会の

「変電所色彩調節」委員会の委員として原案提出その他に

当った報告の一部を解説して一般の参考に供したい．

1．　車輔の色彩

　車輌の多くは眼による判断によって運転が行われ，停

止とか進行とかの信号が色によって示されることは誰で

も知っているところであるが，信号や線路附近の状況を

いち早く確認するために運転手や車掌に，これらをみや

すい環境を与えることは絶対に欠くことのできないこと

であり，この意昧で色彩調節の必要性は他の場合より一

層切実な問題である．

　車輌の外部の色が利用者や他の交通者からはっきり見

分けられることは事故を防ぎ，待合せの為にも必要なこ

とであり，また内部の色が多くの利用者に満足を与える

ことも望ましいことで，このほかいろいろの点で色彩調

節が役立つことになる．

2・　運転室内の色

　最も重要なのは運転室内の配色であって，運転室内は

次の条件を満足しなければならない．

イ）昼間は運転に関係のある部分（たとえば窓台，計器

　枠上面，窓枠など）が外光によ．，て必要以上に明るく

　ならないこと．これは外景や計器をみている眼に障害

　を与えるような有害な明るさや色の対比が眼に入らな

　いようにするために必要なことで，前方や斜前方から

　直射日光がさすようなとき，これらの部分が明るすぎ

　ると著しく視野に悪影響を与えるから，これらの部分

　の明るさ（光束発散度）を軌道やその背景になる主要

　視野にそろえることが望ましく，室内外の照度の差を

　考慮してこれらの部分の明度を決定する必要がある．

　軌道附近の明度は3～4（反射率7～10％）であるが，

　これらの部分の比照度は光線条件によりO・　2～0・7に

　変化するので結局その明度は4～6（12～30％）が大体

　適当であることが算定される．

ロ）夜間は計器以外は消灯するので室内の明度は関係し

　ないように思えるが，実際には対向車輌灯や駅の照明
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　光などの射入によってこれらの部分が光る場合は非常

　に有害であり，また背面の壁の像が前面ガラスに映る

　場合も起るので，これらの部分を明度は5以下にする

　ことが望まれる．皮膚の色は明度5～6であるから有

　害ではないが，運転手の衣服や手袋の色が明るすぎな

　いよう（V〈5）にすることが望ましい．

ハ）急速に操作しなければならない押ボタソやレバーの

　類はできるだけ明視できるように背景との明るさの対

　比を強くすること．たとえば，押ボタソの形や色をそ

　ろえることは美的にはよいが，誤操作しやすくなるこ

　とに注意し，必要なものは色分けすることが望ましい

　が一方あまり重要でないものまで一つ一つ変えると煩

　雑になり，かえって誤りやすくなることを考えなけれ

　ばならない．この際もっとも重要なことは周囲色に対

　する目標部分の色の明度差を充分にとる（dV＞6）こと

　で，色をかえても明度が近いと短時間，ことに暗いと

　きに見分けにくい．

二）判読を要する計器附近の色はなるべく落着のある鈍

　い色（彩度C〈3）とし，無用な光沢や，明度対比ができ

　ないようにすること．現状では計器枠にクロームメッ

　キなどの光沢の強いものを用いることが多く，また計

　器板が黒で針や文字が白い場合にその周囲が明るすぎ

　て計器板との対比が強くなり文字や針がわかりにくい

　例を多くみかける．

ホ）運転室内の一般色はなるべく眼を刺戟しない柔かい

　色で（C－・1～2）運転上支障のない範囲で明るい方が
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（A）2V9。5　　　 （D）略す
（B）2．5G7／1．5　　（E）略す
（C）　2．5BG　5／1。5　　　　〈F）　5R　4／1‘

　　第1図　運転室内の配色例
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　よい．（V－6～8）線路附近の色は一般に「R系が多い

　ので色相差を異色調和域（dH－・　30附近）にとった緑色

　系，たとえば（2．5G）が最もよい．これについでBG，

　GYなどで，　R，　YRはやや興奮的で気分がいらだち，

　R（停止）やYR（注意）が目立ちにくくなるからさけた

　方がよい．

へ）窓から上の部分はなるべく明るくして壁付の計器や

　押ボタンなどを目立ちやすくするのがよい．これによ

　って室内の照度が上り，運行表などが見えやすくなる．

以上を綜合して運転室内の配色を求めると次のように

なる（第1図参照）．

「区

井誌芙騨｝（

釧　　色名（マンセ痢号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目）1

　　白（1V9．5）またはアイボリー（2．5Y9・2／2）

堕窓副醗麗魏事／鷲淡論鮒（7・　5
台台機　器窓計主

灰青緑（2．5BG　5／1．5）または茨緑，茨青

（2．5G5／1．5～2．5PB　5／1．5）

「座

壁付機器齢罎叢笹目立たない方がよい

席　濃青（2．　51）B3／8）または濃緑（2．5BG　3／6）

豚i鑛警青（Z・5PB　6／・）鰍（a5βG

　以上の申，座席は運転中はかくれているから全体の補

色として赤色に近いもの（2．5R3／8）などを用いて，配

色上の対比を求めてもよいが，どちらかといkば沈静色

（PB，　B，　BGなど）を用いた方がよい．壁と機器類は同

色相にしてもよいが，一方が暗いとき色相を少し青の方

にずらせた方が配色上自然に近い美しさがましてくる．

3．　客室内の色

　運転室内が主として機能的立場から色を決めるのに対

して客室内は意匠的立場がかなり霞要視される．しかし

客車に対しても機能的な考え方は無視できないのでその

種類に応じて次のような区分が生れる．

　イ）近郊通勤車

　　比較的短時間であるがかなりの混雑が予想されるか

　ら，室内は相当に明るい色（V・・8程度）で中立色か沈

　静色（GY．0など）がよく，あまり寒い色（PB）やあま

　り暖かい色（R）はよくない．天井は混雑時の書見など

　の場合を考えできるだけ明るい方がよい（V≧9．・2）．

区到 色名（色記号）

　天　井

　　壁

巾木，蹴込

　　床

　座　席

白（N9・5）アイボリ戸（2．5Y9・2／2）

淡緑（7．5G】r～2．5G8／1．5～2）

友緑（10GY～5　G　6／2）

汐こ緑，　次青（10G～2儘5PB　6／2）

暗赤（2．5～10R4／8）

壁青緑（3童β（≧坐昏㌍三⑥一＿
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座席と床はあまり目立たない場合が多いが，床は混雑

時にも下を明るくする意昧で，汚れを目立たせぬ実用

範囲でなるべく明るい方がよい．（結局V－6程度）座

席は室内色と床色によく調和する色とするのがよく，

短時間で乗降がはげしいからモケットなどよりビニー

ルレザーのような単純で清潔なものがよい．

Pt）遠距離旅客車

　比較的長い時間落着いて同じ室内で時を過すのであ

るから，刺戟的な強い色は好ましくない・理想的には

夜間用と昼間用，寒地用と暖地用では色をかえること

が望ーましいが，一般にはそれもはっきり区別できぬ場

F＿

G

（A）　2．5yg・9／2

（B）　7．　5E　YIR　8／8

（C）　2．5PB　6／2

（D）　2．5PB　3／g

　　第2図

（E）　5BG　6／2

（F）　Silver

（G）　2．5PBe／2

室内配色例
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／ご

／o

合が多いので大体3種の傾向に分れるものと思われ

る．（第2図参照）床は配色効果からいえば巾木と明度

差が2以上あることが望ましいが暗すぎると清潔に保

たれない結果になり，またあまり明るすぎても汚れが

目立ちすぎるので結局中聞の明るさ（V＝5～6）となる

ので，同じような目的の巾木や腰板と同じ明度による

ので同色とすればよいが，材料がちがう場合が多いの

でむしろ無彩色とした方が調和がとれやすい場合が多

い・勿論反対の系統の色にした方が調和の点からはす

ぐれたものとなるから，これを他系統の色にすること

が実際に用いられる．

　座席についても同様で，材料がビニールならばやや

明るく（V－4）してよく，モケットではやや暗い（y＝

3）の方が無難である．（モケヅトの明るいものは非常

に汚れが目立ち，また退色したような感じになりやす

い）．色相は必ずしも壁色と同系にする必要はなく，む

しろ配色上は寒暖適宜に交えた方がよい．このとき床

は無彩色か，壁と同系にするのがよい．

ハ）便所，洗面所

　これらは比較的せまい室であり短時間使用する室で

あるがあまり色を強くすると煩雑で余計せぜこましい
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区　分

天　井

　壁
巾　木
蹴　1込

　床

座　席

暖色系一中色系
2．5Y9・2／2

5～ユOYR　7～8／2～3

2．5～7．5Y∫～5・－6／3～4

同上または2V5～6
2．5～7．5R　3～4／6－L・8

2．5Y9・2／2，1＞9．5

7．5GY～2．5G　7～8／2

・10GY～5　G　5～6／2

旨同上またはノ＞5～6

寒　　色　　系

1V9．5

2．5G～2．5B7～8／8

5BG～5　B　5－－6／2

同上またはNS－－6　1

・・G－5BG・一・／・一・1　2・SB－2・・PB・一一4・／6－一・1

感じがするから，なるべく単純な配色にすることが望

ましい．

i）　便所一上壁は寒い感じをさけまた洗面所との色の

変化を考えて7．5YR　8／1．5程度のうすい色とすれば

相互反射によって色が多少濃くみえても具合がよい．

便所に濁黄（10　YR～2．5Y）を用いることはさけた方

がよい．腰壁はせまい所であるから，GY，　G，　BGなど

でも悪くはないが，一一一ts清潔な感じの強い淡青2・5～5

PB　8／2などがよい．床はさらに汚れが目立ちやすい

し白い陶器を引立てるためにもやや暗い色とし，2．5～

5PB　6～7／3を用いるとよい・

　なお天井は明るい清潔感を出すために白がよいが，

汚れを目立たせないためには7・5GY　9・2／2もよい・

ii）洗面所一壁は鏡にうつv．た顔色（5～10　YR　6’“－7／

2～4）を引立ごるためにはその補色として青鼠（5～10

む4～5／1．5～2）のような色がよいと一般にいえるが，ど

ちらかといえば赤味の方に寄せてみせたい関係で，

背景色をBG～Gの方にずらした方がよい場合が多

く，2．5G5～8／2などが最もよいという結果になる・

天井はなるべく明るい方が望ましいので白（N9・5）ま

たは淡肌色（2．5yR　9／2）もよい．腰壁はタイル貼にな

る場合が多いので壁との色合せがむずかしいことを考

慮して色相番号の適当にちが一，た色（dH－30），2・5

PB　8／2を用いるのが実用的で，調和の点からいえば

6－－7／2とすべきであるが，逆光でくらくなる場合が多

いのでV－8とするのがよい．床は腰と同色相として

ややくらいものを用いるのが汚れの点からも望ましく

少し明度を下げてやや色を加えた2．5～5PB6／3など

が実用的によい．また場合によ．，ては床に暖色系を用

い，たとえば7．5R　6／3などもよい．陶器は白を用いて

清潔感を強めるが上級車ではピyクなども効果的であ

る．カーテyは：普通に用いられる濃緑のものはよくな

いから，壁色の類色（BG）または分裂補色（R）などが

よい．

二）通路，出入口

　せまいところであるからどちらかといえば後退色

（BG，　B，　PBなど）がよいわけであるが汚れを考慮

天井は白がもっともよい．

ホ）手荷物室

　窓が小さく採光が不充分なときが

多いから天井その他なるべく明るく

し（白または汚れを目立ちにくくす

る意昧でアイボリー（2．5yg・2／2）壁

色は明るい感じで寒暖の中間とすれ

ば淡緑（2．5G8／1．5）などが一般的であるが荷物は多く

YR～Y系であるから補色を用いるのも効果的である

し退窟を防ぎ後退色として役立つから淡青（2・5PB

8／1．5）などもよい．

4．外部の色
　現在国鉄で用いている外部色は汚れを目立たせない点

では具合がよいが明度があまり低いので，遠距離から目

立ちにくい上に接近したとき重量感がありすぎて旅客に

快感を与えることは到底望み得ない．ホームに進入の際

などもっとも目につくのは窓台から上の窓枠附近である

からせめて窓台から上部をやや明るい色（V≧7）として

下部の暗い色（y≦4）との明暗の対比をはv；きりつける

のがよい．上下の明度差が少なすぎるもの（dV＜2）は不

可でfO　．’，て，ことに遠方からみた場合の配色効果がわる

い．色相は走る地域や環境，乗客の種類などによってい

ろいろの場合を生じるが，一般には環境色とちがりた系

統の方が効果的で，地域色に多い士色（7．5～10YR）黄

緑色（5～7．5GY）無彩色はなるぺく使わない方がよい．

ただし襯南電車のようにみかんの実と葉を象徴するもの

などは格別で，明度と彩度との組合せが適当であれば，

色相は必ずしも環境色に近いといけないわけではな

い．

　一般に外部色を決定する要素として主要走行地域との

関係を示ぜば

地　域　色 外　　部　　色

　田園5R～7．5R（dH＝30）
（5～7．5GY）　　　5G～7．5G（∠11’＝10）

　砂　　土
（7．5～10Y1～）

備　　考

一般向

明度差のある時

7．5～10　G（」H－・　30）　一一般向

7．5～10R（AH＝ユ0）　1明度差のある時

（　市　　衝P0YR～2．5】1）111£：；：罪1齢罐稟のあ。時

　以上により一般的に適合する色相は5～7．5～10R～

2．　5YRまたは5～7．5～10G～2．　5BGの2系統となる．

このいずれかを車体の主体色としたとき，これに対する

配色として上部色を決定する場合には主体色に対する調

和を重点的に考える必要があり，次の範囲のものがよい

し，また客室との対比効果をもつように7・5

γR7～8／2（客室が2．5Gの時）または2・5PB

7－8／2（客室が7．5YRの時）などが適当であ

るように思われる．通路は暗い感じになるから

　主　　体　　色

5～7．5～10R，2．5YR

5～7．5～10（穿，2．5BG

　　　　　上　　　部
　類　　　　色

5～7．5～10YR，2．5Y

5～7．5～10G】r，2．5G

色
異 色

5～7．5～10GY，2．5G

5～7．5～10YI～，2．5】r
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と考えられる．

　上表から上部色の色相系は5～7．5～】OYR，2．5Yま

たは5～7．5～IOGY，2．ふGの2種に要約される．

　次に明度と彩度の選定はいろいろの組合わせができる

が調和理論によって自働的にその値を求めることができ

る．まず主体色の明度を地域色とどの程度異らすべきか

を決定してみよう・

区．一 ｪ一P勲砂ヨ市剣備考1
地域明度

明度係数
色相差係数

面積比係数

綜合対比係数

　　MH

　　H
　　Ha

　　7　774866

15・5

4

1．2

0．77

ユ．4

1．31

2．6

6．6

6，5

　3～4

L2～1．4

　0．77

　1．4

1．3～1．5

2．6～3．0

　6～6．6

　6．5

dH≡SO
1二16

中対比

明　度

採用明慶

C＝3

次に上部配色の明度を決定すると次のようになる．

地　域

基本明度

明度係数

色相差係数

面積比係数

…視野比係数

1綜合係数

：　3H’
2　H／
1

Hb

田　園 砂　土

5．5 6．5

0．9　　　0．75

0．75　　　0．75

1．4　　　1．4

1．4　　　1．4

市街1備考
6～6．5i

075～O．8

　0．75　　AH－30　C＝4

　1．4　　1t16

　1．4　1／16

．凱L£1饗轟．大対比
7．4～8．3’8．0～8．8　7．6～9

7．5～8　8～9　7，5～9　採用明度

　以上を綜合すれば車体の主体色明度は地域色に充分目

立ちながら調和するためには55～6．5，上都色は7・5～

9．0ということによる．しかし多くの実例では下部色は

〔A）　A「7　　CB）　10y」？．・s／s　（C）　2．5BC｛・5ん

　　　　第3図外部配色例

汚れを考慮して明度をかなり低くし地域色に近い明度

（V＝3が多い）をとゲ（いるのでこの場合の上部色は思

いき．．て明るく大きい対比にして地域明度より4～5高

いことが適当となり，結局上部明度は6～8という値にな

る．この配色によれば遠方からはド部色は環境に埋没し

上部色のみが目立つ結果になる例が多い・これを上例の

ようにすれば全体が明るい色になワて遠方からも目立つ
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ようになるが一方汚れも目立ワてくる・っで保守が面削，こ

なるおそれがある・

　次に彩度を決定する要素として面積比から適量色率を

求めて色相明度毎の彩度が算出さ紅ろぐ第ヨ図参照）・

地　域　　田　園 砂　土 市　　街

地域色率

1

．主体色

0．3 0．2 0．ユ～2

　　A
（5～7．5R）

　5．515

　　B　　　　　　　C
〔7．5～10G）　（10G～2．5β｛⊇）．

6．5／3．5　　1　　　65r3

異．［（75Jl。、。）

考

率3色q

上部色

1　　8／4

　　G
類色（5～7，5γR）
　　　　8／5

　　E　　　I　　　F
（7，5、ユ0】rR）． i10YRN2＿5Y）
　8．5／4　　　　　　　8．5’5

　　H　　　　　　［
（7．5～IOGY）（ユOGY－－2．5C、

　8．5／6　　　　　　8．5t3

色率．

o．4

率4包紅

D E 1

」．

『

L…

G

魍．‘■－

ﾖ

　　　　　　　　　H

四■幽

1

．「

今参考としてわれわれの日常に見られる電車の色彩を

示ぜば次のよ）である・

区　分

湘南電車

東京都電

i上馳 1主馳1撹 判

名古屋祠

大阪市司・Y・・3

j・・・・・・…1・G・ノ・蠣灘蒙壽難

1・・・…矧1・…ノ・1論羅翻享碁』r

・…「1・・…1韓鞭聯講撃

　　　　下…ノ・1霧鷺欝粥

　パスの本体についても同じような考fi．D：di立するが一

般の配色にはかなりどぎついものが多く，明度差が適当

でないために近距離ではばかに刺戟的で，遠距離ではさ

っぱり見えにくいのが多いことli不可で島ワて周囲ヒの

明暗対比がはワきりついていないと事故を起しゃす（，

．待合者にと．．ても不親切になりやすい．一般に下都の明

度が低すぎるものが多いし，上都の彩匿が高すぎる傾向

がある．なお自動車の色については他の磯会に述べたい・

（19M・4．9）
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